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生徒諸君へ －令和７年末に想う－ 教頭 村 上   究 

 年末にあたり、年に一度のメッセージを送ります。 

 早いものでもうすぐ大晦日、令和８年も目前です。 

 この１年間、皆さんの身にも色々な出来事があったことでしょう。それらは決して楽しいこと、嬉しいこと

ばかりではなかったはずです。泣いたり、怒ったり、苦しんだりしたことも沢山あったはずです。 

 私自身、教頭として２年目となる今年にかける思いは強かった。「もっとしっかり仕事しよう」「もっと学

校の役に立てるよう頑張ろう」と思ってはいたものの、そう上手くいくはずもなく、今も自己嫌悪と反省の毎

日を送っています。そんな１日の終わり、職員室の窓からふと真っ赤な夕焼け空を見ていると、何故だか無性

に悔しさや情けなさ、逃げ出したくなる弱い気持ちが込み上げてくるのです。真っ赤な夕焼け空には、人の心

の虚飾を剥いで素直な心を露わにする、そんな力がありますね。 

 夕焼け空は、私たちに１日の終わりを強烈に伝えてきます。「今日という日はもう終わりだぞ！」「今日１

日を君はどう過ごしたんだ！？」と、強烈なメッセージを直接心に突きつけてきます。だから夕焼け空を見る

と、否応なしに１日の出来事が脳裏を巡り、ありのままの自分とその１日を思い起こさせるのです。それ故に

駄目な１日を過ごすと、自分が嫌になったり、寂しくなったりするのだと思います。 

 でも、違った感情を抱く日もありました。つまり「今日は頑張れた！」「きっと上手くいくぞ！」と、明る

い思いが沸き起こってくる、そんな夕焼け空もこれまで何度も経験しています。それは、前向きに誠実にやり

きった１日の終わりに感じる自己肯定的な感情で、最高に気持ちの良いものでした。 

 これらのことから私は、夕焼け空を見て「やり切った！」と思える毎日を送ることが大切なんだ、と自分に

言い聞かせています。１日も、１年も、果てはこの世のあらゆるものは終わりを迎えます。だからこそ、グラ

ンドフィナーレに向かう途中にある小さな節目を大切にしたい。私にとってその節目こそ、１日の終わりに見

る夕焼け空なのです。 

 冬になると悪天候の日が続き、巨大な夕焼けを見る機会が減ります。それでも私は、職員室や自宅の窓から

見えない夕焼け空を見つめて、１日を反省し続けます。 

 改めて、もうすぐ今年も終わります。毎月月末を「晦日（みそか）」、１年最後の日を「大晦日（おおみそ

か）」と呼び、日本人はこの日を大切にしてきました。１日の終わり、そして１年の終わり、君たちの胸に去

来する感情が「頑張った！」「来年はもっと良い１年にするぞ！」という前向きな感情であることを願ってや

みません。 

 生徒諸君、良い年をお迎えください！ 

Sec 01 

予 餞 会 2025.12.19 10:50-15:15 

Sec 02 

 冬季休業前全校集会を目前に控えたこの日、卒業の日が近づく３年生への餞として「予餞会」が催されまし

た。新･生徒会執行部にとっては、先日行われた「冬季球技大会」に続く大仕事となりました。直前の学年閉

鎖もあり短い期間での準備作業となりましたが、例年以上に立派な予餞会を開催してくれました。 

 当日は専用機材を設置するなど充実のステージが準備され、学年による企画やカラオケなどで大いに盛り上

がり、３年生は勿論１･２年生にとっても全生徒で過ごす思い出の１日となりました。 

 このあと12月23日（火）より冬季休業に入りますが、学年閉鎖期間の代替授業実施のため、１･２年生は

12/23～12/25まで各日４時間の補充授業を実施します。（詳細は本校Webサイトでご確認ください） 



 

 P02         下川商通信 No.202 2025.12.22 

１月 行 事 予 定 

１ 木 元日 学校閉庁日④ １９ 月 部長主任会議 

２ 金 学校閉庁日⑤ ２２ 木 職員会議 

３ 土 学校閉庁日⑥ ２５ 日 全商簿記実務検定 

１３ 火 全商情報処理検定講習（～1/16） ２６ 月 ３学年 学年末考査① 

１５ 木 冬季休業明け全校集会 大掃除 身なり指導 ２７ 火 ３学年 学年末考査② 

１６ 金 
身なり指導週間（～1/22） 全商簿記実務検定講習（～1/23） 

１･２学年 ７時間授業（～1/23） 
２８ 水 ３学年 学年末考査③ 

１７ 土 実用英語技能検定 ２９ 木 職員会議 

１８ 日 全商情報処理検定 ３０ 金 年度末反省準備会議（分掌） 

Sec 05 

 

課題研究発表会 
令和７年12月５日（金）09:50-12:40 

下川町公民館 大ホール Sec 03 

 ３学年「課題研究」による探究活動の成果発表のため、

今年も公民館大ホールをお借りして大々的に開催しまし

た。本発表会では、事前に行われた校内発表会により選考

された代表生徒10名がステージ発表を行いました。 

 どのテーマ（発表）も、自身の興味関心から発し、校内

外の様々な人たちとの繋がりの中、解決や実現に向けて試

行錯誤を繰り返していくという探究活動の真に迫る内容で

あり、この活動が本校を代表する学習活動へと成長したこ

とを実感させる内容でした。 

 ご観覧頂いた協力事業所の方々からも、沢山の励ましと

アドバイスを頂きました。この場をお借りしてお礼申し上

げます。 

 今後とも本校課題研究へのご理解とご協力を賜りますよ

う、重ねてお願い申し上げます。 

－発表テーマ－ 

「犬のおやつ作り」 丸谷瑚々奈 

「つくって、動いて、楽しむ」 坪田レイア 

「みんなに届けたい お菓子作りの魅力」 池田恋梨 

「食品ロス削減のお菓子作り」 河野 結 

「英語能力とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上を目指して」 伊藤羽沙 

「お野菜クレヨン」 村上ゆず 

「木のアクセサリー＆ヘアアレンジ」 椿 凜々 

「学生の居場所を作っちゃおう」 長澤 奏 

「みんなで体験！自衛隊ふれあい教室」 中島大翔 

「新商品開発 ～下川町100％スイーツ～」 蠣崎優菜 

BRIDGE構築事業 

令和7年度「Ezo 探究」プロジェクト「tan-fest in 上川管内」  総合第 １ 位 

Sec 04 

 令和７年12月16日（火）、北海道教育委員会主催「Ezo探究プロジェクト」上川管内予選に、蠣崎優菜さん

がエントリーしました。 

 旭川市内校を始め、上川管内より多数の高校が特色ある発表を行った中、蠣崎さんの発表が見事総合１位を

獲得、令和８年１月に開催予定の「Ezo 探究-festival」（全道大会）への出場権を獲得しました。 

 蠣崎さんは、夏休みに参加した「高校生経済交流大使事業（下川商通信No.199参照）」で訪問した戸田建設

株式会社との関係をもとに「下川町オリジナル商品開発」を企画立案、その活動を通じて「食品ロス問題の解

消」「SDGs目標達成」等を念頭に活動を続け、結果立派な探究成果を打ち立てました。 

 蠣崎さんの思いが詰まったオリジナル商品「いちごミルクパウンドケーキ」は、現在「コモレビ」「五味温

泉」各売店にて販売中であり、大変好評を得ているとの事です。機会がありましたら是非お試しください。 

「tan-fest in 上川」にて他校生徒とZoom

でディスカッションする蠣崎さん 公民館で発表する蠣崎さん 

新聞紙面にて紹介されました 

名寄新聞【2025.12.07  1面】 

北海道新聞【2025.12.12  14面】 

名寄新聞【2025.12.16  1面】 


